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ひとしずく

そ
れ
に
し
て
も
大
き

な
ヒ
ラ
マ
サ
（
平
政
）

だ
っ
た
。
大
阪
か
ら

１
泊
２
日
の
壱
岐
へ

の
釣
行
で
、
初
め
て

釣
っ
た
ヒ
ラ
マ
サ
が

全
長
約
１
３
０
㌢
、

重
量
約
22
㌔
の
大
物

で
、
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
見
事
も

の
に
し
て
手
に
し
た
の
だ
か

ら
“
超
”
満
足
の
１
尾
に
違
い

な
い
▼
そ
れ
に
船
長
の
経
験
と

勘
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
、
40
～
50

キ
ロ
は
あ
っ
た
と
い
う
マ
グ
ロ

の
群
れ
に
近
づ
き
、
餌
の
魚
を

捕
食
す
る
た
め
、
海
面
近
く
に

猛
ス
ピ
ー
ド
で
追
い
上
げ
、
マ

グ
ロ
が
海
面
か
ら
飛
び
出
し
た

り
跳
ね
ま
わ
る
光
景
が
、
ま
さ

に
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

と
い
う
の
だ
か
ら
、
何
と
も
う

ら
や
ま
し
い
。
是
非
１
度
は
見

て
み
た
い
▼
船
長
に
よ
る
と
、

20
㍍
も
な
い
目
と
鼻
の
先
で
、

マ
グ
ロ
が
餌
の
捕
食
に
湧
く
と

い
う
の
は
珍
し
い
こ
と
だ
そ
う

で
、
「
ウ
ル
ト
ラ
チ
ャ
ン
ス
」

と
笑
顔
で
話
し
、
「
と
に
か
く

お
客
さ
ん
が
、
思
い
出
に
な
る

よ
う
な
１
尾
を
釣
り
上
げ
て
く

れ
る
と
う
れ
し
い
も
の
。
時
に

は
宿
で
釣
り
方
の
特
訓
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
▼
精

悍
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
そ
の

大
物
が
釣
れ
た
際
、
２
番
目
の

サ
イ
ズ
だ
っ
た
ヒ
ラ
マ
サ
は
、

身
の
つ
き
方
が
素
晴
ら
し
く
、

見
た
瞬
間
に
「
分
厚
く
筒
切
り

に
し
て
、
ス
テ
ー
キ
に
し
て
食

べ
た
い
。
う
ま
そ
う
」
と
思
い
、

マ
ジ
で
売
っ
て
も
ら
お
う
か
と

考
え
た
ほ
ど
▼
さ
て
、
４
日
に

遊
漁
船
同
士
の
接
触
事
故
が
勝

本
沖
で
あ
っ
た
。
今
、
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
で
の
海
難
事
故
防
止

な
ど
ア
ピ
ー
ル
す
る
海
上
保
安

庁
の
安
全
推
進
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
は
自
己
救
命

策
の
確
保
か
ら
で
あ
る
。

２期目の初議会となる白川市長

あゆみの会のメンバー

白川市長と写真に収まる一行

郷
ノ
浦
名
物

【
日
　
　
程
】
五
月
十
三
日（
日
）

　
　
　
　 

　 

午
前
七
時
〜
午
後
五
時

【
場
　
　
所
】
高
校
橋
よ
り
本
間
通
り
、前
下
ル
町
、

     

　         

賽
神
社
前
通
り
、中
央
橋
駐
車
場
付
近
、

       

　       

右
の
区
間
、諸
車
通
行
止
め（
歩
行
者
天
国
）

      

　        

昭
和
橋
よ
り
農
協
武
生
水
支
所
に
至
る
間

【
交
通
規
制
】
時
間
…
午
前
五
時
〜
午
後
七
時

                 

場
所
…
別
図
の
通
り
迂
回
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
八
畑
＿
N
T
T
に
至
る
バ
イ
パ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

高
校
橋
＿
若
松
線
）

【
バ
ス
の
回
走
路
】
古
川
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
前
＿

                 

盈
科
小
学
校
＿
壱
岐
振
興
局
＿

                 

バ
イ
パ
ス
＿
九
郵
タ
ー
ミ
ナ
ル 

U
タ
ー
ン

【
バ
ス
の
起
点
】
臨
時
バ
ス
停
留
所(

N
T
T
前)

【
バ
ス
の
終
点
】
新
道
バ
ス
停

【
催
　
　
物
】
農
協
武
生
水
支
所
横

　
　
　
　
　  

永
田
川
駐
車
場

◎
お
客
様
へ
お
願
い

 

《
定
期
バ
ス
便
を
努
め
て
ご
利
用
下
さ
い
。》

　
当
日
は
、
壱
岐
市
郷
ノ
浦
支
所
及
び
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場
の

　
一
部
・
旧
公
立
病
院
跡
地
駐
車
場
が
開
放
さ
れ
ま
す
が
、
収

　
容
台
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
自
家
用
車
の
駐
車
は
極
め

　
て
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
す
。
路
上
駐
車
は
大
変
危
険
で
す

　
の
で
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

 

《
歩
き
タ
バ
コ
は
し
な
い
で
下
さ
い
。》

※
壱
岐
交
通
タ
ク
シ
ー
本
町
車
庫
は
交
通
規
制
の
為
、

　
商
工
会
下
駐
車
場
に
移
転
し
ま
す
。

※
八
日
市
は
雨
天
決
行
し
ま
す
。

               

壱
岐
市
商
工
会 

郷
ノ
浦
支
所

T
E
L(

47)

0
3
8
7

八
日
市
の
お
知
ら
せ

高校橋

至新道

○塞神社

○壱岐振興局

本部○NTT

○陶器

郵便局○

元新銀
○

バ
イ
パ
ス

昭和橋

P

交通規制箇所

学校施設耐震化計画を見直し
副 市 長 は ２ 人 体 制 へ

市議会定例会５月会議

　
市
議
会
定
例
会
５
月
会
議

が
１
日
に
開
か
れ
、
小
中
学

校
４
校
の
耐
震
化
工
事
費
な

ど
約
　
３
億
円
を
盛
り
込
ん

だ
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な

ど
６
議
案
を
可
決
、
専
決
処

分
１
件
を
承
認
し
閉
会
し
た
。

補
正
予
算
を
加
え
た
本
年

度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

１
９
４
億
１
千
万
円
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
盛

り
込
ん
だ
小
中
学
校
の
耐
震
化

工
事
に
つ
い
て
、
市
は
27
の
校

舎
と
体
育
館
を
耐
震
化
す
る
平

成
24
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の

計
画
を
示
し
た
が
、
校
舎
、
体

育
館
の
Ｉ
Ｓ
値
（
耐
震
指
標
）

に
関
係
な
い
順
序
で
耐
震
化
す

る
計
画
案
だ
っ
た
た
め
、
議
員

か
ら
「
工
事
の
順
序
の
根
拠
を

示
す
べ
き
」
と
す
る
意
見
が
あ

り
、
白
川
博
一
市
長
は
Ｉ
Ｓ
値

が
低
い
と
こ
ろ
、
校
舎
、
体
育

館
の
順
に
見
直
し
た
い
考
え
を

示
し
た
。
須
藤
正
人
教
育
長
も

「
25
年
度
以
降
の
工
事
は
再
度

検
討
す
る
」
と
見
直
し
す
る
考

え
を
示
し
た
。

　
市
の
計
画
案
で
示
さ
れ

た
の
は
「
Ｉ
Ｓ
値
」
が
０
・

１
８
０
～
０
・
６
９
５
の
27
施

設
で
、
Ｉ
Ｓ
値
が
高
い
ほ
ど
耐

震
性
能
が
高
い
。
そ
の
中
で

芦
辺
中
学
校
は
Ｉ
Ｓ
値
が
０
・

２
５
４
と
比
較
的
低
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
27
年
度
施
工
と

な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
学
校
の
耐

震
化
に
関
連
し
、

議
員
か
ら
複
式
学

級
の
解
消
を
目
的

と
し
た
小
学
校
の

統
廃
合
を
行
う
べ

き
と
す
る
指
摘
も

あ
り
、
白
川
市
長

は
「
耐
震
化
を
し

て
耐
久
性
が
高
ま

れ
ば
、
将
来
的
に

活
用
を
図
っ
て
い

く
と
い
う
基
本
姿

勢
で
い
く
。
選
挙

期
間
中
も
慎
重
に

進
め
る
と
言
っ
て

き
た
。
子
ど
も
の

教
育
が
第
一
。（
統

廃
合
を
）
や
ら
な

い
と
は
言
っ
て
い

な
い
。
地
域
の
気

持
ち
な
ど
を
大

事
に
し
て
進
め
た

い
」
と
し
た
。

　
同
会
議
で
は
、

副
市
長
の
定
数

を
１
人
か
ら
「
２

人
以
内
」
に
変
更

す
る
条
例
改
正

案
も
可
決
。
採
決

を
前
に
牧
永
護
議
員
が
「
壱
岐

市
の
人
口
が
３
万
人
を
割
り
、

財
政
状
況
も
厳
し
い
中
、
職
員

も
１
０
０
人
程
度
削
減
さ
れ
、

仕
事
も
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い

る
。
能
力
あ
る
副
市
長
を
任
命

さ
れ
、
職
員
を
適
材
適
所
に
配

置
し
、
現
在
の
ま
ま
で
や
る
べ

き
」
と
反
対
討
論
、
音
嶋
正
吾

議
員
は
「
行
政
組
織
と
し
て
の

統
治
機
能
が
欠
如
し
て
い
る
。

行
政
組
織
の
流
れ
を
良
く
す

る
こ
と
で
行
政
コ
ス
ト
の
低

減
化
に
つ
な
が
る
。
副
市
長
２

人
に
す
る
と
支
出
は
増
え
る

が
、
全
体
の
コ
ス
ト
は
高
ま
る

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」

と
賛
成
討
論
し
た
が
、
採
決
の

結
果
、
牧
永
、
呼
子
好
両
議
員

を
除
く
議
員
が
賛
成
し
て
可

決
し
た
。

　
副
市
長
は
、
任
期
満
了

に
伴
い
久
田
賢
一
副
市
長

（
61
）
が
４
月
29
日
付
け
で

退
任
し
て
お
り
、
現
在
、
欠

員
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
４
月
１
日
で
皮
膚

科
が
専
門
の
猿
渡
邦
彦
医
師

（
69
）
を
採
用
し
た
こ
と
に
伴

い
、
か
た
ば
る
病
院
（
48
）
に

皮
膚
科
を
新
設
す
る
条
例
改
正

案
も
可
決
し
た
。

27
年
間
高
齢
者
へ
の
弁
当
を
調
理

褒
状
・
緑
綬
を
受
章
、
あ
ゆ
み
の
会
（
勝
本
）

　
政
府
は
28
日
付
け
で
春
の
褒

章
の
受
章
者
を
発
表
。
本
市
か

ら
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
ら
に

配
る
弁
当
を
調
理
す
る
在
宅
福

祉
奉
仕
団
体
「
あ
ゆ
み
の
会
」

（
中
村
節
代
表
）
が
褒
状
・
緑

綬
を
授
章
し
た
。

　
勝
本
町
内
の
50
～
80
代
の
主

婦
ら
15
人
で
組
織
す
る
同
会
は

昭
和
59
年
発
足
。
発
足
当
初
は

同
町
の
社
協
や
ヘ
ル
パ
ー
と
と

も
に
月
１
回
調
理
し
て
き
た

が
、
平
成
16
年
に
利
用
者
の
声

に
応
え
第
２
、
４
水
曜
日
の
月

２
回
に
し
た
。

　
調
理
は
文
化
セ
ン
タ
ー
の
調

理
室
で
行
い
現
在
、
約
60
人
分

を
作
っ
て
い
る
。
弁
当
に
は
手

紙
を
添
え
、
民
生
委
員
を
通
じ

て
１
個
２
０
０
円
で
配
達
さ
れ

て
い
る
。
多
い
時
は
１
０
０
人

の
利
用
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
中
村
代
表
（
84
）
は
「
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
中
に
も
、
会

員
一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
て
、

お
互
い
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
き
た
の
が
長
く
続
い
た
要

因
。
美
味
し
か
っ
た
と
い
う
声

を
励
み
に
調
理
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

24
年
度
・
総
会
な
ど

八
仙
閣
で
６
月
10
日

福
岡
壱
岐
の
会

　
福
岡
方
面
に
在
住
す
る
壱

岐
出
身
者
ら
が
集
う
福
岡
壱

岐
の
会
（
幡
鉾
賢
輔
会
長
）
の

本
年
度
・
定
時
総
会
が
６
月
10

日
午
前
11
時
15
分
か
ら
、
博
多

区
、
八
仙
閣
で
開
か
れ
る
。

　
当
日
は
ふ
る
里
・
壱
岐
か
ら

も
多
く
の
出
席
が
予
定
さ
れ
、

恒
例
の
特
産
品
販
売
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
参
加
が

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
会
費

は
５
千
円
（
子
ど
も
無
料
）。

　
参
加
申
し
込
み
な
ど
詳

し
く
は
村
井
省
三
事
務
局

長
＝
副
会
長
＝
（
電
話
／
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
９
２
～
８
４
７
～

２
７
７
４
）
へ

久
間
武
春
氏
ら
が
来
島

２
期
目
の
白
川

市
長
を
激
励

　
久
間
武
春
氏
や
赤
木
富
廣

氏
、
大
川
満
治
氏
ら
福
岡
壱

岐
の
会
の
元
会
長
や
副
会
長

ら
は
１
日
に
来
島
、
２
期
目

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
白
川
博

一
市
長
を
激
励
し
た
。

　
久
間
氏
は
、
「
壱
岐
の
島
を

沈
ま
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
故
郷
の
壱
岐
を
非
常
に

憂
い
て
い
る
。
白
川
市
長
に

は
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
発
揮
と
継
続
の
力
で
、
更

な
る
壱
岐
の
発
展
に
尽
く
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
と
話
し
、

こ
れ
に
対
し
白
川
市
長
は
「
福

岡
か
ら
ふ
る
里
の
壱
岐
を
良

く
し
よ
う
と
思
う
気
持
ち
は

胸
に
刺
さ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
、

島
外
に
住
む
壱
岐
出
身
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
ふ
る
里
振

興
へ
の
思
い
に
応
え
る
べ
く
、

壱
岐
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
述
べ
た
。




